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研究分野：教育心理学 
科研費の分科・細目：心理学・教育心理学 
キーワード：教育的瞬間、授業過程、評価的思考 
 
１．研究計画の概要 
（１）授業プロセスにおける教師による「教
育的瞬間」の把握、判断メカニズムを実証的
に検討するため、教師の知識、興味、信念が
子どもの学習に対する着眼に及ぼす影響に
ついて、主に質問紙、インタビューのデータ
を分析することを通して理論を構築すると
ともに、サポートシステムを開発する。 
（２）①理論構築、②サポート条件の明確化、
③サポートツール・システムの開発を具体的
な研究課題とする。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）研究対象校における研究授業後の研究
協議会の談話分析とインタビュー調査、調査
協力校、機関に対する質問紙調査をすでに実
施した。談話分析についてはトランスクリプ
トを作成しカテゴリ分析を実施中である。イ
ンタビュー調査についてはトランスクリプ
トを作成中である。質問紙調査については、
今後、データ解析を進める予定である。 
（２）①理論構築については、教師の知識、
興味、信念が子どもの学習に対する着眼に及
ぼす影響について、ほぼ仮説に沿った理論を
構築した。先行研究の検討によりエンパワー
メント概念を用いて知、情、意の統合過程と
して教師の学習と成長のプロセスを描き出
し、動機づけられた教師の授業実践が教育的
瞬間への着眼メカニズムを活性化するとい
うモデルを構築したところである。その検証
については、校内授業研究協議会の談話内容
のカテゴリ分析を通して検討を進めている。
また、インタビューと質問紙のデータの分析
を今後進めていくことによって、複数のアプ
ローチの結果を統合することで、理論を多角
的に検証する予定である。②サポート条件の

明確化については、校内授業研究会の談話内
容のカテゴリ分析の結果から、授業当事者
（授業者、当該学習者）に焦点を当てた協議
会運営と発言内容がエンパワーメントを促
し、その後の授業中における着眼メカニズム
を活性化する可能性が示唆されている。③上
記の研究成果を踏まえながら、今後、具体的
なサポートツール・システムを開発する予定
である。現時点では、授業協議会の方針、形
態が教師集団のエンパワーメントを規定す
ることが明らかにされていることから、校内
授業研究全体の具体的な運営方法と授業検
討のためのツールを具体化、明確化すること
が課題である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 当初の計画通り、実証のためのデータ収集
は昨年度までにほぼ完了している。また、先
行研究の検討や国内外の研究の最新情報の
収集についても計画通り進められており、理
論構築もほぼ完了している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）収集されたデータの分析、考察を中心
に研究を進める。 
（２）具体的なツール・システムの構築を行
うため、インタビューなど、必要な追加デー
タを収集し分析する。 
（３）理論の確立に向けて引き続き先行研究
の検討や国内外の研究の最新情報の収集を
行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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